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勃起不全治療剤
処方箋医薬品

使用上の注意改訂のお知らせ

　この度、下記のとおり使用上の注意を自主改訂致しますので、お知らせ申し上げます。
　今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

・改訂内容（下線部改訂又は追加箇所、取り消し線部削除箇所）
改　訂　後 改　訂　前

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
8）リオシグアト、CYP3A4を阻害する薬剤（リト
ナビル、アタザナビル、ホスアンプレナビル、
ロピナビル・リトナビル、ダルナビルを含有す
る製剤、ケトコナゾール（外用剤を除く）、イト
ラコナゾール、コビシスタットを含有する製
剤）を投与中の患者（「相互作用」1）の項参照）

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
8）リオシグアト、CYP3A4を阻害する薬剤（リト
ナビル、インジナビル、アタザナビル、サキナ
ビルメシル酸塩、ホスアンプレナビル、ロピナ
ビル・リトナビル、オムビタスビル・パリタプ
レビル・リトナビル、ダルナビル、テラプレビ
ル、ケトコナゾール（外用剤を除く）、イトラコ
ナゾール、コビシスタットを含有する製剤）を
投与中の患者（「相互作用」1）の項参照）

（裏面につづく）

（バルデナフィル塩酸塩錠）



　

　

☆ 改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（https：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。

改　訂　後 改　訂　前

【使用上の注意】
３．相互作用
本剤は、主にチトクロームP450 3A4（CYP3A4）に
より代謝される。
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

CYP3A4を阻害す
る薬剤
〈略：変更なし〉 〈略：変更なし〉

CYP3A4阻害
によりクリア
ランスが減少
する。

〈該当項目削除〉

アタザナビル
（レイアタッ
ツ）

ホスアンプレナ
ビル
（レクシヴァ）
ロピナビル・リ
トナビル
（カレトラ）
ダルナビルを含
有する製剤
（プリジスタ、
プレジコビ
ックス、シ
ムツーザ）

本剤の血漿中濃度
が上昇し、半減期
が延長するおそれ
がある。

〈該当項目削除〉

〈略：変更なし〉 〈略：変更なし〉

コビシスタット
を含有する製剤
（スタリビル
ド、ゲンボ
イヤ、プレ
ジコビック
ス、シムツ
ーザ）

本剤の血漿中濃度
が上昇するおそれ
がある。

コビシスタッ
トのCYP3A4
阻害によりク
リアランスが
減少する。

【使用上の注意】
３．相互作用
本剤は、主にチトクロームP450 3A4（CYP3A4）に
より代謝される。
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

CYP3A4を阻害す
る薬剤

〈略〉 〈略〉

CYP3A4阻害
によりクリア
ランスが減少
する。インジナビル

（クリキシバ
ン）

本剤のAUCが16倍
に増加し、Cmax
が７倍に上昇し、
半減期が２倍に延
長するとの報告が
ある。

アタザナビル
（レイアタッ
ツ）

サキナビルメシ
ル酸塩
（インビラー
ゼ）

ホスアンプレナ
ビル
（レクシヴァ）
ロピナビル・リ
トナビル
（カレトラ）
オムビタスビ
ル・パリタプレ
ビル・リトナビ
ル
（ヴィキラッ
クス）

ダルナビル
（プリジスタ）

本剤の血漿中濃度
が上昇し、半減期
が延長するおそれ
がある。

テラプレビル
（テラビック）

本剤の血漿中濃度
が上昇するおそれ
がある。

〈略〉 〈略〉

コビシスタット
を含有する製剤
（スタリビル
ド）

本剤の血漿中濃度
が上昇するおそれ
がある。

コビシスタッ
トのCYP3A4
阻害によりク
リアランスが
減少する。


